
　　議事日程第 4号

　　　令和元年 1 0 月 2 日（水曜日）午前 9時 3 0 分開議

第 1　第 4 9 号議案から第 6 1 号議案まで、第 6 3 号議案から第 6 6 号議案まで及び第 6 9 号議案

第 2　請願第 4号及び継続審査中の請願第2号

第 3　第 6 7 号議案

第 4　第 6 8 号議案

第 5　第 7 0 号議案

第 6　議員発案第 1号から第 3号まで

第 7　議員発案第 4号

　　本日の会議に付した事件

日程第 1　第 4 9 号議案　令和元年度加茂市一般会計補正予算（第 5号）

　　　　　第 5 0 号議案　令和元年度加茂市国民健康保険特別会計補正予算（第 3号）

　　　　　第 5 1 号議案　令和元年度加茂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）

　　　　　第 5 2 号議案　令和元年度加茂市宅地造成事業特別会計補正予算（第 4号）

　　　　　第 5 3 号議案　令和元年度加茂市介護保険特別会計補正予算（第 2号）

　　　　　第 5 4 号議案　令和元年度加茂市在宅介護サービス事業特別会計補正予算（第 1号）

　　　　　第 5 5 号議案　令和元年度加茂市水道事業会計補正予算（第 1号）

　　　　　第 5 6 号議案　平成 3 0 年度加茂市水道事業会計決算の認定について

　　　　　第 5 7 号議案　加茂市暴力団排除条例の制定について

　　　　　第 5 8 号議案　加茂市手話言語条例の制定について

　　　　　第 5 9 号議案　加茂市工場立地法に基づく緑地面積率等に関する準則を定める条例の制定につい

　　　　　　　　　　　　て

　　　　　第 6 0 号議案　加茂市印鑑条例の一部改正について

　　　　　第 6 1 号議案　新潟県加茂市職員の旅費に関する条例の一部改正について

　　　　　第 6 3 号議案　新潟県加茂市職員の給与に関する条例の一部改正について

　　　　　第 6 4 号議案　新潟県加茂市職員の退職手当支給に関する条例の一部改正について

　　　　　第 6 5 号議案　加茂市消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について

　　　　　第 6 6 号議案　財産の処分について

　　　　　第 6 9 号議案　新潟県加茂市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

日程第 2　請願第 4号　「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成の充実を

　　　　　　　　　　　　求める意見書」の採択に関する請願

　　　　　継続審査中の請願第 2号　県央基幹病院の早期建設を要請する意見書の提出を求める請願
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日程第 3　第 6 7 号議案　監査委員の選任について（山口昇氏）

日程第 4　第 6 8 号議案　教育委員会委員の任命について（乙川智子氏）

日程第 5　第 7 0 号議案　加茂市水道給水条例の一部改正について

日程第 6　議員発案第 1号　県央基幹病院の基本計画どおりの建設及び県による加茂病院の運営と医師確保

　　　　　　　　　　　　　を求める意見書（県）

　　　　　議員発案第 2号　学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高等学校への私学助成の充実

　　　　　　　　　　　　　を求める意見書（国）

　　　　　議員発案第 3号　学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高等学校への私学助成の充実

　　　　　　　　　　　　　を求める意見書（県）

日程第 7　議員発案第 4号　新潟県加茂市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

　　　　　　　　　　　　　ついて

○出席議員（ 1 8 名）

 1 番 森　　　友　和　君 2 番 大　橋　一　久　君

 3 番 橋　本　昌　美　君 4 番 中　沢　真佐子　君

 5 番 三　沢　嘉　男　君 6 番 白　川　克　広　君

 7 番 佐　藤　俊　夫　君 8 番 大　平　一　貴　君

 9 番 浅　野　一　明　君  1 0 番 滝　沢　茂　秋　君

  1 1 番 森　山　一　理　君  1 2 番 山　田　義　栄　君

  1 3 番 中　野　元　栄　君  1 4 番 安　田　憲　喜　君

  1 5 番 樋　口　博　務　君  1 6 番 安　武　秀　敏　君

  1 7 番 樋　口　浩　二　君  1 8 番 関　　　龍　雄　君

○欠席議員（ 0名）

○説明のため出席した者
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総 務 課 長
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庶 務 課 長

青 柳 芳 樹 君
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会 計 課 長

車 谷 憲 繁 君

税 務 課 長 菅　家　　　裕　君
農 林 課 長
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事 務 局 長

和 田 正 利 君
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明田川　太　門　君 市 民 課 長 大 野 博 司 君
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○職務のため出席した事務局員

 事 務 局 長 吉　田　裕　之　君 係 長 美　原　弘　美　君

 係 長 石　津　敏　朗　君　　　主 査 吉　田　和　実　君

 嘱 託 速 記 士 山　田　真　織　君

午前 9時 3 0 分　開議

○議長（滝沢茂秋君）　これより本日の会議を開きます。

　　これより議事日程第 4号に入ります。

　　日程第 1　第 4 9 号議案から第 6 1 号議案まで、第 6 3 号議案から第 6 6 号議案まで及び第 6 9 号議案

○議長（滝沢茂秋君）　日程第 1、第 4 9 号議案から第 6 1 号議案まで、第 6 3 号議案から第 6 6 号議案ま

　で及び第 6 9 号議案を一括議題といたします。

　　各常任委員会及び特別委員会における付託議案の審査の結果について、各委員長より報告を求めます。

　　初めに、総務文教常任委員長、 6番、白川克広君。

〔総務文教常任委員長　白川克広君　登壇〕

○総務文教常任委員長（白川克広君）　おはようございます。総務文教常任委員会に付託されました議案に

　ついて、審査の結果を報告いたします。

　　本委員会に付託されました議案は、第 4 9 号議案令和元年度加茂市一般会計補正予算のうち本委員会所

　管の部分についてほか 6件でありまして、去る 9月 2 7 日、委員会を開催し、慎重に審査を行いました。

　　以下、その審査の結果について報告いたします。

　　第 4 9 号議案のうち本委員会所管の部分、第 5 7 号議案、第 6 1 号議案、第 6 3 号議案、第 6 4 号議案、

　第 6 5 号議案及び第 6 9 号議案の以上 7件について、それぞれ内容の説明を求め、質疑を行いましたが、

　特に意見、要望等を付することなく、いずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決定した

　次第であります。

　　以上をもって、報告といたします。

○議長（滝沢茂秋君）　報告が終わりました。

　　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　次に、産業建設常任委員長、 5番、三沢嘉男君。

                          〔産業建設常任委員長　三沢嘉男君　登壇〕

○産業建設常任委員長（三沢嘉男君）　皆さん、おはようございます。産業建設常任委員会に付託されまし

　た議案について、審査の結果を報告いたします。

　　本委員会に付託されました議案は、第 4 9 号議案令和元年度加茂市一般会計補正予算のうち本委員会所

　管の部分についてほか 3件でありまして、これについて去る 9月 2 5 日、委員会を開催し、慎重に審査を

　行いました。

　　以下、その審査の結果について報告いたします。

　　第 4 9 号議案のうち本委員会所管の部分、第 5 2 号議案、第 5 5 号議案及び第 5 9 号議案の以上 4件に

　ついて、それぞれ内容の説明を求め、質疑を行いましたが、特に意見、要望を付することなく、いずれも

　全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決定した次第であります。

　　以上をもって、報告といたします。

○議長（滝沢茂秋君）　報告が終わりました。

　　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　次に、社会厚生常任委員長、 7番、佐藤俊夫君。

〔社会厚生常任委員長　佐藤俊夫君　登壇〕

○社会厚生常任委員長（佐藤俊夫君）　おはようございます。社会厚生常任委員会に付託されました議案に

　ついて、審査の結果を報告いたします。

　　本委員会に付託されました議案は、第 4 9 号議案令和元年度加茂市一般会計補正予算のうち本委員会所

　管の部分についてほか 7件でありまして、これらについて去る 9月 2 6 日、委員会を開催し、慎重に審査

　を行いました。

　　以下、その審査の結果について報告いたします。

　　第 4 9 号議案のうち本委員会所管の部分、第 5 0 号議案、第 5 1 号議案、第 5 3 号議案、第 5 4 号議案、

　第 5 8 号議案、第 6 0 号議案及び第 6 6 号議案の以上 8件について、それぞれ内容の説明を求め、質疑を

　行いましたが、特に意見、要望を付することなく、いずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきも

　のと決定した次第であります。

　　以上をもって、報告といたします。

○議長（滝沢茂秋君）　報告が終わりました。

　　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。
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　　次に、水道事業会計決算審査特別委員長、 7番、佐藤俊夫君。

〔水道事業会計決算審査特別委員長　佐藤俊夫君　登壇〕

○水道事業会計決算審査特別委員長（佐藤俊夫君）　水道事業会計決算審査特別委員会に付託されました議

　案について、審査の結果を報告いたします。

　　本特別委員会に付託されました議案は、第 5 6 号議案平成 3 0 年度加茂市水道事業会計決算の認定につ

　いて 1件でありまして、それについて 9月 3 0 日、委員会を開催し、慎重に審査を行いました。

　　以下、その審査の結果について報告いたします。

　　第 5 6 号議案の主な内容は、収益的収入及び支出については、 5億 2 , 3 2 4 万 6 , 8 0 9 円の収益を上

　げ、4億 7 , 2 4 5 万 6 , 6 6 6 円の費用を支出し、差し引き 5 , 0 7 9 万 1 4 3 円の純利益となりました。

　　また、資本的収入及び支出では、収入が 1 , 0 1 4 万 3 , 0 5 2 円、支出が 1億 4 , 4 1 8 万 8 , 1 5 5 円

　となり、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 1億 3 , 4 0 4 万 5 , 1 0 3 円は、過年度分損益

　勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填し

　たものであります。

　　これに対し、内容の説明を求め質疑を行い、慎重に審査した結果、本決算については、特に意見、要望

　を付することなく、全会一致をもって認定すべきものと決定した次第であります。

　　以上をもって、報告といたします。

○議長（滝沢茂秋君）　報告が終わりました。

　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。

　　 1 6 番、安武秀敏君。

○ 1 6 番（安武秀敏君）　第 5 6 号議案平成 3 0 年度加茂市水道事業会計決算の認定について反対の立場で

　討論します。

　　国の計画では、平成 2 5 年度までに耐震化を完了するよう水道事業者に求めていました。加茂市は、莫

　大な費用がかかるとして耐震化を積極的に進めず、県下 2 0 市中最低の料金に固執して、莫大な負担を次

　世代にツケを回す方針をとっております。そんな若い人に負担をかけるまちに若い人は住んでくれるで

　しょうか。

　　監査委員は、毎回漏水対策の必要性を指摘しています。平成 3 0 年度の有収率は 7 0 . 0 6 ％、前年度

　より 1 . 6 1 ％低下しています。漏水が 3 0 ％であります。漏水は水資源の浪費であり、水道管の経年劣

　化により発がん物質が水道水に溶出したり、漏水の陰圧により汚水が水道管内に入る、感染症の発生も懸

　念されます。

　　 2 0 2 0 年度から 2 0 2 5 年度にかけて、水道施設向けの投資額よりも更新に必要な費用が多くかかる

　と国交省は見ています。平成 3 0 年度の資本的収入は 1 , 0 1 4 万 3 , 0 0 0 円、資本的支出は 1 億

　 4 , 4 1 8 万 8 , 0 0 0 円で、 1億 3 , 4 0 4 万 5 , 0 0 0 円支出超過でありまして、当年度損益勘定留保資

　金等によって補填されています。施設の老朽化に備えての貯金を補填のほうに回しています。
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　　次世代に負担を先送りすることにより、若い人は加茂市から出ていくのではないでしょうか。人気取り

　の先送りでは加茂市の未来を明るくつくることはできません。漏水対策、耐震化の整備をするべきであり

　ます。きょうも新聞に出ていましたけども、県下最低の水道料金で、留保資金も県下最低。値上げをして

　いて今の状態になったらいいのですけど、ただ人気取りのために料金を最低にしておいて、そして厳しい

　運営になっております。これではいつまでたっても明るい加茂市をつくることはできません。監査委員の

　意見を尊重して、この決算については私は不認定とします。

　　以上でございます。

○議長（滝沢茂秋君）　 1 8 番、関龍雄君。

○ 1 8 番（関龍雄君）　賛成の立場といいますか、討論させていただきたいと思います。

　　安武議員のおっしゃるとおりだと思うのです。委員会でもいろいろその辺についても議論をいたしまし

　た。最終的には給水未収金の取り立ての強化と、言葉では水道をとめますよというようなことまで言わな

　けりゃいけないかというような厳しい話も出ました。あるいは、漏水の場所についても七谷地区から取り

　入れる水の漏水が多いというようなことで、そちらの対策も考えなきゃいかんというような話も出まし

　た。いろいろ検討を進めております。また、非公式でありますけども、値上げも考えなきゃいけないの

　じゃないかというふうにも考えております。今何で私が賛成ということを申し上げるかといえば、そうい

　うことを認めてきた過去があるものですから、今ここで反対というわけにいかないと。できるだけ早く新

　しい市長さんに対策を決めていただいて、将来の工事、前市長は借り入れは幾らでもできるという表現し

　たわけですけども、内部留保をためてそういうことをやらなけりゃいけないことはわかっているわけです

　から、ぜひやっていただくように要望して賛成いたします。

○議長（滝沢茂秋君）　ほかに討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　討論なしと認めます。

　　これをもって討論を終結いたします。

　　これより採決を行います。

　　最初に、第 5 7 号議案から第 6 1 号議案まで、第 6 3 号議案から第 6 5 号議案まで及び第 6 9 号議案の

　各条例の制定、一部改正についての 9件を一括して採決いたします。

　　以上 9件について委員長の報告はいずれも原案可決であります。

　　お諮りいたします。以上の各案件は委員長の報告のとおり可決するに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、以上の各案件は委員長の報告のとおり可決されま

　した。

　　次に、第 4 9 号議案から第 5 5 号議案までの令和元年度各会計補正予算 7件を一括して採決いたします。

　　以上 7件について委員長の報告はいずれも原案可決であります。

　　お諮りいたします。以上の各案件は委員長の報告のとおり可決するに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、以上の各案件は委員長の報告のとおり可決されま

　した。
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　　次に、第 5 6 号議案平成 3 0 年度加茂市水道事業会計決算の認定についてを採決いたします。

　　この採決は起立により行います。

　　本決算について委員長の報告は認定であります。

　　本決算は委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

〔賛成者　起立〕

○議長（滝沢茂秋君）　起立多数であります。よって、本決算は認定することに決しました。

　　次に、第 6 6 号議案財産の処分についてを採決いたします。

　　本案について委員長の報告は原案可決であります。

　　お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、本案は委員長の報告のとおり可決されました。

　　日程第 2　請願第 4号及び継続審査中の請願第 2号

○議長（滝沢茂秋君）　次に、日程第 2、請願第 4号及び継続審査中の請願第 2号を一括議題といたします。

　　各常任委員会における付託請願の審査結果について、各委員長より報告を求めます。

　　最初に、総務文教常任委員長、 6番、白川克広君。

〔総務文教常任委員長　白川克広君　登壇〕

○総務文教常任委員長（白川克広君）　総務文教常任委員会に付託されました請願について、審査の結果を

　報告いたします。

　　本委員会に付託されました請願は、第 4号「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校

　への私学助成の充実を求める意見書」の採択に関する請願 1件でありまして、去る 9月 2 7 日、委員会を

　開催し、慎重に審査を行いました。

　　以下、その審査の結果について報告いたします。

　　第 4号について、内容審査の結果、趣旨妥当として、全会一致をもって採択すべきものと決定した次第

　であります。

　　以上をもって、報告といたします。

○議長（滝沢茂秋君）　報告が終わりました。

　　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　次に、社会厚生常任委員長、 7番、佐藤俊夫君。

〔社会厚生常任委員長　佐藤俊夫君　登壇〕

○社会厚生常任委員長（佐藤俊夫君）　社会厚生常任委員会に付託されました請願について、審査の結果を

　報告いたします。

　　本委員会に付託されました請願は、継続審査中の請願第 2 号でありまして、これについて、去る 9 月

　 2 6 日、委員会を開催し、慎重に審査を行いました。
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　　以下、その審査の結果について報告いたします。

　　継続審査中の第 2号について、内容審査の結果、趣旨妥当として、全会一致をもって採択すべきものと

　決定した次第であります。

　　以上をもって、報告といたします。

○議長（滝沢茂秋君）　報告が終わりました。

　　ただいまの委員長報告に対し、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。

　　 4番、中沢真佐子君。

○ 4番（中沢真佐子君）　請願に賛成の立場で討論いたします。

　　私は、今回の本会議において、県央基幹病院は計画どおり建設を進めること、新県立加茂病院は県立病

　院として運営継続することが重要ということで一般質問を行いました。県央医療圏は、県内 7つの医療圏

　の中でも最も医療環境がおくれている地域です。その改善のため、救命救急センター併設の基幹病院が必

　要です。また、新県立加茂病院は地域住民の願いと運動が実って、この 9月、開院を迎えたものです。し

　かし、医師の補充はなされていません。医師の補充を図ることで 2次救急の病院としての役割を果たし、

　経営環境の改善も期待できます。議会と当局は一丸となって医師の補充を求めることが重要と思うもので

　す。議会におかれましては、ぜひ全会一致で請願の採択をされますよう求めて賛成討論といたします。

○議長（滝沢茂秋君）　ほかに討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　討論なしと認めます。

　　これをもって討論を終結いたします。

　　これより採決を行います。

　　最初に、請願第 4号「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成の充実を

　求める意見書」の採択に関する請願を採決いたします。

　　請願第 4号について委員長の報告は採択であります。

　　お諮りいたします。本請願は委員長の報告のとおり決するに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、本請願は委員長の報告のとおり採択することに決

　しました。

　　次に、継続審査中の請願第 2号県央基幹病院の早期建設を要請する意見書の提出を求める請願を採決い

　たします。

　　継続審査中の請願第 2号について委員長の報告は採択であります。

　　お諮りいたします。本請願は委員長の報告のとおり決するに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、本請願は委員長の報告のとおり採択することに決
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　しました。

　　日程第 3　第 6 7 号議案

○議長（滝沢茂秋君）　次に、日程第 3、第 6 7 号議案監査委員の選任についてを議題といたします。

　　当局の説明を求めます。

〔市長　藤田明美君　登壇〕

○市長（藤田明美君）　おはようございます。ただいま上程になりました議案につきまして、その概要を御

　説明申し上げます。

　　第 6 7 号議案は、監査委員の選任についてであります。これは、地方自治法第 1 9 6 条第 1項の規定に

　より、識見を有する者として、山口昇氏を監査委員に選任することについて議会の御同意をお願いするも

　のであります。

　　以上、提案しました議案について、その概要を御説明申し上げました。何とぞよろしく御審議の上、全

　員の賛同を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（滝沢茂秋君）　当局の説明が終わりました。

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　お諮りいたします。ただいま議題となっております第 6 7 号議案監査委員の選任については、これに同

　意することに御異議ございませんか。（「投票」と呼ぶ者あり）

　　投票という声が上がりましたので、投票に賛成する方の確認をいたしたいと思います。投票に賛成の方

　の挙手をお願いいたします。

〔賛成者　挙手〕

○議長（滝沢茂秋君）　この採決については、安武秀敏君外 2名から投票によられたいとの要求があります

　ので、無記名投票により行います。

　　議場の閉鎖を命じます。

〔議場　閉鎖〕

○議長（滝沢茂秋君）　ただいまの出席議員数は 1 7 人であります。

　　投票用紙を配付いたさせます。

〔投票用紙　配付〕

○議長（滝沢茂秋君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　配付漏れなしと認めます。

　　投票箱を改めさせます。

〔投票箱　点検〕

○議長（滝沢茂秋君）　異状なしと認めます。

　　念のため申し上げます。本案を可とする諸君は賛成と、否とする諸君は反対と記載を願います。
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　　なお、重ねて申し上げます。投票中賛否を表明しない投票及び賛否の明らかでない投票は、会議規則第

　 7 2 条第 2項により否とみなします。

　　 1番から順次投票を願います。

〔各員　投票〕

○議長（滝沢茂秋君）　投票漏れはありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　投票漏れなしと認めます。

　　投票を終了いたします。

　　議場の閉鎖を解きます。

〔議場　開鎖〕

○議長（滝沢茂秋君）　開票を行います。

　　会議規則第 3 1 条第 2項の規定により、立会人に 2番、大橋一久君及び 1 2 番、山田義栄君を指名いた

します。よって、両君の立ち会いを願います。

〔投票　点検〕

○議長（滝沢茂秋君）　投票の結果を報告いたします。

　　投票総数 1 7 票、これは先ほどの出席議員数に符合いたしております。

　　そのうち　　賛　成　　　 1 6 票

　　　　　　　　反　対　　　　 1票

　　以上のとおり賛成が多数であります。よって、本案は同意することに決しました。

　　暫時休憩いたします。

午前 1 0 時 0 5 分　休憩

午前 1 0 時 0 8 分　開議

○議長（滝沢茂秋君）　休憩を閉じ、会議を再開いたします。

　　日程第 4　第 6 8 号議案

○議長（滝沢茂秋君）　次に、日程第 4、第 6 8 号議案教育委員会委員の任命についてを議題といたします。

　　当局の説明を求めます。

〔市長　藤田明美君　登壇〕

○市長（藤田明美君）　ただいま上程になりました議案につきまして、その概要を御説明申し上げます。

　　第 6 8 号議案は、本市教育委員会委員の任命についてであります。これは、現委員であります有本賢一

　氏の任期が本年 1 0 月 2 日に満了となりますので、新たに乙川智子氏を任命することについて、地方教育

　行政の組織及び運営に関する法律第 4条第 2項の規定により、議会の御同意をお願いするものであります。

　　以上、提案しました議案について、その概要を御説明申し上げました。何とぞよろしく御審議の上、全

　員の賛同を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（滝沢茂秋君）　当局の説明が終わりました。

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　お諮りいたします。ただいま議題となっております第 6 8 号議案教育委員会委員の任命については、こ

　れに同意することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、本案はこれに同意することに決しました。

　　暫時休憩いたします。

午前 1 0 時 1 0 分　休憩

午前 1 0 時 1 2 分　開議

○議長（滝沢茂秋君）　休憩を閉じ、会議を再開いたします。

　　日程第 5　第 7 0 号議案

○議長（滝沢茂秋君）　次に、日程第 5、第 7 0 号議案加茂市水道給水条例の一部改正についてを議題とい

　たします。

　当局の説明を求めます。

〔市長　藤田明美君　登壇〕

○市長（藤田明美君）　ただいま上程になりました議案につきまして、その概要を御説明申し上げます。

　　第 7 0 号議案は、加茂市水道給水条例の一部改正についてであります。これは、水道法の一部改正によ

　り設けられた指定給水装置工事事業者の指定の更新制度導入、 5年更新に伴い、更新に係る手数料を設け

　るためのものであります。

　　以上、提案しました議案につきまして、その概要を御説明申し上げました。何とぞよろしく御審議の上、

　全員の賛同を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（滝沢茂秋君）　当局の説明が終わりました。

　　お諮りいたします。ただいま議題となっております第 7 0 号議案については、会議規則第 3 7 条第 2項

　の規定により、委員会への付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、第 7 0 号議案については委員会への付託を省略す

　ることに決しました。

　　暫時休憩をいたします。

午前 1 0 時 1 3 分　休憩

午前 1 0 時 3 5 分　開議

○議長（滝沢茂秋君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　ただいま議題となっております第 7 0 号議案について、これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　討論なしと認めます。

　　これをもって討論を終結いたします。

　　これより第 7 0 号議案加茂市水道給水条例の一部改正についてを採決いたします。

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　日程第 6　議員発案第 1号から第 3号まで

○議長（滝沢茂秋君）　次に、日程第 6、議員発案第 1号から第 3号までを一括議題といたします。

　　提出者の提案理由の説明を求めます。

　　最初に、議員発案第 1号県央基幹病院の基本計画どおりの建設及び県による加茂病院の運営と医師確保

を求める意見書について説明を求めます。

　　 7番、佐藤俊夫君。

〔 7番　佐藤俊夫君　登壇〕

○ 7番（佐藤俊夫君）　それでは、議員発案第 1号県央基幹病院の基本計画どおりの建設及び県による加茂

　病院の運営と医師確保を求める意見書について御説明申し上げます。

　　提案者は私、佐藤俊夫、賛成者は大橋一久議員、山田義栄議員、安田憲喜議員、関龍雄議員であります。

　　以下、案文の朗読をもちまして説明とさせていただきます。

　　　県央基幹病院の基本計画どおりの建設及び県による加茂病院の運営と医師確保を求める意見書

　　県央医療圏は、中小病院に限られ患者の圏外への搬送割合が非常に高い地域となっています。そこで、

　救急医療改善のため県央 5市町村は、救命救急センター併設の基幹病院の建設を県に要望してきました。

　　平成 2 8 年に整備基本計画が策定され、平成 3 0 年 2 月には「県央基幹病院の基本設計概要」が公表さ

　れました。また同年 3月に開催された住民説明会では、平成 3 5 年開院に向けたスケジュールも示されて

　おります。その後は基本計画どおりに進められており、令和 5年度早期の開院を目指しております。

　　ところが、県財政悪化や県立病院の赤字運営を背景に新潟県行財政改革有識者会議において県央基幹病

　院見直し論が浮上し、順調に進んでいた県央基幹病院の整備について、現在見直しの検討が行われていま

　す。

　　このことは、県央医療圏において計画策定時と比較して、圏外への搬送の割合がさらに高まっている状

　況下で大変憂慮されることです。したがって新潟県におかれましては、基本計画どおりのスケジュール及

　び規模で県央基幹病院を整備されるよう強く要望いたします。

　　また、花角知事はこの基幹病院の見直しにあたっては、県立加茂病院及び県立吉田病院と一体で進める

　と表明されています。
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　　県立加茂病院は、昭和 4 5 年建築で老朽化し耐震化を図るため新病院の改築が進められ、本年 9月 2 0　

　日に開院いたしました。しかし開院時に予定していた全診療科への常勤医師の配置はなされず、旧病院の

　人員配置での開院となりました。

　　県立加茂病院は、地域に密着した医療を提供するとともに基幹病院を後方支援する重要な拠点病院であ

　ります。

　　しかしながら、現状の医療環境では急性期疾患や救命救急に十分に対応ができません。このことから、

　医師の確保が最重要課題であります。また、県立病院のうち県の繰入金が一番少ない病院でもあります。

　　よって、県立加茂病院について、県による運営と医師確保を強く要望いたします。

　　以上、地方自治法第 9 9 条の規定により意見書を提出いたします。

　　皆様の賛同をいただきまして、新潟県知事、新潟県病院局長宛てに意見書を提出したいというものであ

　ります。

　　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（滝沢茂秋君）　続いて、議員発案第 2号及び第 3号の学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、

　私立高等学校への私学助成の充実を求める意見書について説明を求めます。

　　 6番、白川克広君。

〔 6番　白川克広君　登壇〕

○ 6番（白川克広君）　議員発案第 2号学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高等学校への私学

　助成の充実を求める意見書について、案文の朗読をもって提案といたします。

　　提出者、私、白川克広、賛成者、森友和議員、中沢真佐子議員、大平一貴議員、森山一理議員、樋口博

　務議員であります。

　　それでは、朗読いたします。

　　　学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高等学校への私学助成の充実を求める意見書

　　今日、全国では約 3割の高校生が私立高校で学んでおり、私立高校は公立高校と同様に公教育の場とし

　て大きな役割を果たしています。

　　平成 2 2 年度より私立高校生への就学支援金制度が実施され、その後平成 2 6 年度の見直しで、年収

　 5 9 0 万円未満世帯への支援金増額により、授業料負担は一定に軽減されました。さらに、令和 2年度に

　は 2回目の制度見直しが予定され、年収 5 9 0 万円未満世帯の授業料無償化が見込まれています。

　　しかしながら、就学支援金制度の対象が授業料のみに限定されているため、入学金や施設設備費の保護

　者負担は残され、国と県の学費支援を受けても年額約 1 7 万円から約 4 6 万円の負担が重くのしかかりま

　す。 5 , 6 5 0 円の入学金負担だけで済む公立高校と比べ、学費の公私間格差は依然として大きな開きが

　あります。県内私立高校生アンケート（平成 2 9 年実施）によれば「親の学費負担に対して後ろめたく思

　う」と答えた高校生が 7割を占めており、学費が子どもたちの心にも重くのしかかっていることがわかり

　ます。子どもたちが学費の心配なく学校で学ぶことができるよう、学費の公私格差是正が強く望まれます。

　　また、新潟県では全教員に占める専任教員の割合は、公立高校では約 8割を占めていますが、私立高校

　ではその割合が、約 6割にとどまっているのが現状です。

－131－



－132－

　　私立高校の経常経費に対する助成が不十分であることがその一因と考えられます。また、教育はその継

　続性が求められ、とりわけ私立高校は「建学の精神」に基づく独自の教育が行われています。そうした学

　校独自の伝統を継承していくためにも、専任教員・職員の増員は不可欠です。経常経費に対する助成の一

　層の増額が求められます。

　　政府並びに国会におかれましては、未来を担う私立高校生の教育の充実を図るため、下記の事項につい

　て特段の措置を講じられるよう要望いたします。

記

　 1 . 私立高校生への就学支援金制度を施設設備費も対象にすること。

　 2 . 私立高校入学金への新たな助成措置を講ずること。

　 3 . 私立高校への経常経費に対する助成を増額すること。

　　以上、地方自治法第 9 9 条の規定により意見書を提出いたします。

　　皆様の賛同をいただき、意見書を提出したいと思います。よろしくお願いをいたします。

　　続きまして、第 3号について、同じく案文の朗読をもって提案といたします。学費と教育条件の公私間

　格差是正に向けて、私立高等学校への私学助成の充実を求める意見書。提出者は私、白川克広、賛成者、

　森友和議員、中沢真佐子議員、大平一貴議員、森山一理議員、樋口博務議員となります。

　　それでは、朗読いたします。

　　　学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高等学校への私学助成の充実を求める意見書

　　新潟県では、高校生の 2 3 ％（平成 3 0 年度）が私立高校で学んでおり、私立高校は公立高校と同様に

　公教育の場として大きな役割を果たしています。

　　平成 2 2 年度より始まった国の就学支援金制度は、私立高校生の学費負担の軽減に一定の役割を果たし

　ました。その後、平成 2 6 年度の見直しを経て、令和 2年度には年収 5 9 0 万円未満世帯の授業料無償の

　実施が見込まれています。

　　しかし、就学支援金制度は授業料に対象が限定されているため、その他の学費である入学金や施設設備

　費は制度の対象にならず、保護者の負担が残されます。

　　年収 2 5 0 万円未満世帯に対し、県独自に入学金と施設設備費への助成が実施されていますが、助成額

　が不十分なうえ、その割合は私立高校生全体のわずか 1 1 ％程度（平成 2 9 年度）に過ぎません。

　　さらに授業料が無償となる年収 2 5 0 万から 5 9 0 万円未満世帯では、入学金と施設設備費への助成が

　まったくないため、年額約 2 7 万円の学費負担が残され、わずか 5 , 6 5 0 円の入学金負担で済む公立と

　の大きな格差が存在しています。

　　県内私立高校生アンケート（平成 2 9 年実施）によれば「親の学費負担に対して後ろめたく思う」と答

　えた高校生が 7割を占めており、学費が子どもたちの心にも重くのしかかっていることが示されています。

　　国が就学支援金制度を拡充する時だからこそ、県独自の学費軽減予算を維持・拡充し、入学金や施設設

　備費への助成対象世帯の拡大及び助成額の増額を行えば、公私間の学費格差是正へ大きく近づきます。子

　どもたちが学費の心配なく学校で学ぶことができるよう、国の拡充と相まった県の制度の拡充が強く求め

　られます。
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　　また、私立高校の経常経費に対する助成は「経常経費 2分の 1以内」に限定されてきたために、教育条

　件においても公立との格差が生じています。例えば、全教員に占める専任教員の割合は、公立高校が約 8

　割を占めるのに対し、私立高校は約 6割にとどまっており、不足分を常勤講師など期限付きの教員で補っ

　ているのが現状です。教育はその継続性が求められ、とりわけ私立高校は「建学の精神」に基づく独自の

　教育が行われ、その伝統を継承していく必要から専任教員の増員は不可欠です。専任教員の増員など教育

　条件の向上を図るため、経常経費に対する助成の一層の増額が求められます。

　　新潟県におかれましては、未来を担う私立高校生の教育の充実を図るため、下記の事項について特段の

　措置を講じられるよう要望いたします。

記

　 1 . 学費の公私間格差是正へ国の制度拡充と相まって、県独自の学費軽減制度を拡充すること。

　 2 . 私立高校への経常費助成を増額すること。

　　以上、地方自治法第 9 9 条の規定により意見書を提出いたします。

　　以上であります。議員の皆様の賛同のもと意見書を提出したいと思います。よろしくお願いいたします。

○議長（滝沢茂秋君）　お諮りいたします。

　　ただいま議題となっております議員発案第 1号から第 3号までについては、会議規則第 3 7 条第 2項の

　規定により、委員会への付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、議員発案第 1号から第 3号までについては委員会

　への付託を省略することに決しました。

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　討論なしと認めます。

　　これをもって討論を終結いたします。

　　これより採決を行います。

　　最初に、議員発案第 1号県央基幹病院の基本計画どおりの建設及び県による加茂病院の運営と医師確保

　を求める意見書を採決いたします。

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　お諮りいたします。ただいま意見書が議決されましたが、その条項、字句、数字、その他の整理を要す

　るものにつきましては、その整理を議長に委任されたいと思います。これに御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、条項、字句、数字、その他の整理は議長に委任す

　ることに決しました。

　　なお、本意見書は後刻関係方面へ送付、提出いたしたいと思いますので、御了承願います。

　　次に、議員発案第 2号及び第 3号の学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高等学校への私学

　助成の充実を求める意見書を一括して採決いたします。

　　お諮りいたします。以上の各案件は原案のとおり決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、以上の各案件は原案のとおり可決されました。

　　お諮りいたします。ただいま意見書が議決されましたが、その条項、字句、数字、その他の整理を要す

　るものにつきましては、その整理を議長に委任されたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、条項、字句、数字、その他の整理は議長に委任す

　ることに決しました。

　　なお、本意見書は後刻関係方面へ送付、提出いたしたいと思いますので、御了承願います。

　　日程第 7　議員発案第 4号

○議長（滝沢茂秋君）　次に、日程第 7、議員発案第 4号新潟県加茂市議会の議員の議員報酬及び費用弁償

　等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。

　　提出者の提案理由の説明を求めます。

　　 1 1 番、森山一理君。

〔 1 1 番　森山一理君　登壇〕

○ 1 1 番（森山一理君）　おはようございます。本日はお集まりいただきましてありがとうございました。

　私の名前は森山一理と申します。よろしくお願いします。ただいま上程になりました議員発案第 4号新潟

　県加茂市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について、その概要を御説明申し

　上げます。

　　提出者は私、森山一理、賛成者は森友和議員、中沢真佐子議員、白川克広議員、大平一貴議員、樋口博

　務議員の総務文教常任委員会の委員でございます。

　　財政多難な折、行財政改革を進め、歳出を削減するために、このたびの市職員の県内出張の日当廃止と

　歩調を合わせ、議会みずから議員が会議の招集に応じたとき及び公務のため県内に旅行したときの日当を

　廃止すべきものと提案するものであります。

　　案文の朗読をもちまして提案理由の説明とさせていただきます。

　　　新潟県加茂市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

　　新潟県加茂市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和 3 3 年条例第1号）の一部を次

　のように改正する。

　　第 5条中「副議長、及び」を「副議長及び」に改め、「招集に応じたとき、及び」を削る。



　　第 6条第 1項中「副議長、及び」を「副議長及び」に改める。

　　別表の日当（ 1 日につき）の部の県内の項の 1 , 3 0 0 円を廃止し、斜線を引いた別表に改めるもので

　あります。

　　附則でこの条例は公布の日から施行する。

　　以上の内容をもって提案させていただく次第でございます。よろしく御審議の上、全員の御賛同を賜り

　ますようお願い申し上げます。

○議長（滝沢茂秋君）　お諮りいたします。

　　ただいま議題となっております議員発案第 4号については、会議規則第 3 7 条第 2項の規定により、委

　員会への付託を省略いたしたいと思います。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、議員発案第 4号については委員会への付託を省略

　することに決しました。

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　質疑なしと認めます。

　　これをもって質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　討論なしと認めます。

　　これをもって討論を終結いたします。

　　これより議員発案第 4号新潟県加茂市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

　ついてを採決いたします。

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（滝沢茂秋君）　御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。

○議長（滝沢茂秋君）　以上で本 9月定例会に付議されました案件は全部終了いたしました。

　　市長より閉会の挨拶があります。

〔市長　藤田明美君　登壇〕

○市長（藤田明美君）　 9月議会におきまして慎重な御審議をしていただきまして、ありがとうございまし

　た。

　　まず、反対討論のありました加茂市水道事業会計決算の認定についてでありますけれども、議員御指摘

　のとおり、水道の施設だけではなく、加茂市全般の施設が老朽化しております。私自身は、人気取りをす

　るつもりはございません。加茂市の将来を考えて適切な施設管理をこれからも行ってまいりたいと考えて

　おります。

　　そして次に、監査委員、そして教育委員の人事についてですけれども、御同意いただきましてありがと

　うございました。山口さんですけれども、多忙な立場であるにもかかわらずお引き受けくださいました。
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　これで副市長、教育長、監査委員と人事が全て決まりました。私としては最高の人事ができたと思ってお

　ります。これまで以上に監査委員の意見を尊重しまして、加茂市政の推進に努めてまいりたいと思います。

　　そして、教育委員につきましては、これまで 2期 8年にわたり教育委員を務めてこられ、そして加茂市

　の教育行政に多大な御尽力をいただきました有本教育委員に対し、心より感謝と御礼を申し上げます。そ

　して、新しく教育委員になられました乙川さんにつきましては、保護者という立場でもあり、さらに教育

　現場にも詳しい方です。これから大きく変わるであろう加茂市の教育行政に対してとても必要な方となり

　ます。これからの御活躍に期待したいと思っております。

　　また、本日議会で手話を認めていただきました。加茂市手話言語条例も可決されました。これからも手

　話が言語であること、そして手話、要約筆記の理解、普及に努めてまいります。

　　加茂市内では、聴覚障害だけでなくさまざまな障害、そして困難さを抱えている方がいらっしゃいます。

　また、線引きすることがよいとは思いませんが、障害がある人、ない人や病気を抱えている人、健康な方、

　男性、女性の性差、ＬＧＢＴ、また住んでいる地域、人種、民族、宗教の違いまたは大人と子供など、加

　茂市においても相手が自分と異なると感じる場面は少なくないと思います。その違いを認められないこと

　から差別や偏見の土壌が生まれてくると私は考えております。それをなくすには、まずお互いを知ろうと

　すること、そしてお互いの違いを認め合おうとすることから差別や偏見がなくなっていくと思います。簡

　単にできないこともあるかもしれませんが、さまざまな立場の方が暮らしやすい加茂市を目指していくこ

　とには変わりはありません。議員の皆様におかれましては、閉会中、委員会または議員有志で視察、研修

　に行かれるというふうに伺っております。先進事例を調査研究し、加茂市に合った提言をしてくださるこ

　とを期待しております。

　　そして、結びになりますけれども、 9月末で廃刊いたしました越後ジャーナルさんにおかれましては、

　これまで多くの加茂市に関する記事を書いてくださいました。また、市政につきましても市民の皆様に広

　く知っていただくことに大変貢献してくださったというふうに思っております。心より御礼申し上げます

　とともに、社員の皆様のこれからの御活躍をお祈り申し上げております。

　　以上となります。 1 4 日間の審議大変ありがとうございました。

○議長（滝沢茂秋君）　これにて令和元年加茂市議会 9月定例会を閉会いたします。

午前 1 1 時 0 3 分　閉会
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　　　　　地方自治法第 1 2 3 条第 2項の規定によりここに署名する。

加 茂 市 議 会 議 長 滝 沢 茂 秋

加 茂 市 議 会 議 員 森 山 一 理

加 茂 市 議 会 議 員 山 田 義 栄

加 茂 市 議 会 議 員 安 田 憲 喜
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